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イベント概要 

 

[企業名]  横河電機株式会社 

 

[企業 ID]  6841 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2022 年 3 月期第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2021 年 8 月 10 日 

 

[ページ数]  15 

  

[時間]   18:00 – 18:30 

（合計：30 分、登壇：9 分、質疑応答：21 分） 

 

[開催場所]  電話会議 

 

[登壇者]  3 名 

執行役員 経理財務本部長  中嶋 倫子（以下、中嶋） 

IR 部長     中谷 博彦（以下、中谷） 

IR 部 IR 課長    小林 倫崇（以下、小林） 
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中嶋：経理財務本部長の中嶋でございます。本日はよろしくお願いいたします。 

それでは早速ですが、お手元で資料をご覧いただきながら、私のほうから 10 分かからない程度で

簡単に決算の説明、ポイントのみさせていただきたいと思います。 

お手元の資料の 4 ページ目にポイントを記載しております。 

こちらの内容を少しかみ砕いて、5 ページ以降でご説明申し上げます。 
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5 ページ、決算サマリーでございます。 

受注高につきましては 956 億円、対前年 15.1%、為替を除きましても 9.5%の伸長を確保しており

ます。売上高につきましては 863 億円。おおむね昨年並みというのが、為替を除いての状況でご

ざいます。営業利益につきましては、16 億円減収の 48 億円。当期純利益でございますが、昨年、

構造改革費用等特損を計上していたという反動もございまして、当期純利益につきましては前年並

みの 30 億円となっております。 
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6 ページ目、営業利益の増減分析でございます。 

昨年度の 64 億円から今年度の 48 億円というところまででございますが、粗利率の悪化によりま

してマイナス 7 億円。販管費の増加、マイナス 15 億円。それに対して、為替の影響でプラス 6 億

円という増減になっております。 

こちらでございますが、5 月に開示をいたしました年間業績予想の前提の範囲内での推移と分析し

ております。 
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7 ページ目、開示セグメント別に若干細かいですが、ご説明申し上げます。 

まず、青い制御セグメントでございます。受注高につきましては、対前年プラス 121 億円。為替

の影響を除きましても、10.3%の伸長となっております。売上高につきましては、低い受注残から

スタートしたということもございまして、プラス 37 億円。為替を除くと横ばいという状況です。

営業利益につきましては、おおむね先ほどご説明した全社の増減の結果が、制御セグメントに表れ

ております。 

続きまして、黄色い測定器でございます。測定器につきましては、エネルギー効率の向上、EV 化

の加速 や次世代通信技術導入を背景とした投資拡大など、マーケットが好調でございます。これ

を受けまして、いずれの地域、製品群も堅調に推移しております。これによりまして、受注高とい

たしましてはプラス 11 億円。昨年との比較で、為替を除きますと 14%の伸長となっております。

売上につきましては、タイミングの期ずれが、昨年、今年いずれも発生しておりまして、プラス 4

億円。伸長としては為替を除いて 2%という水準でございます。               

営業利益につきましては、増収に伴う改善とご理解いただければと思います。 

最後に、緑色の航機その他セグメントでございます。受注高につきましてはマイナス 7 億円と大き

く減少しておりますが、こちらは昨年大口受注があった反動でございます。          

売上につきましては、プラス 2 億円と堅調に推移しております。営業利益につきましては、対前年

からマイナス 6 億円の減益となっておりますが、こちらは主にその他事業での活動費、新事業関連

の先行投資等による悪化でございます。 
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8 ページ目、こちら制御の受注・売上高を地域別にお示ししております。 

冒頭にもお伝えしてございますとおり、受注は小口先行で回復基調にございます。一方で、売上は

全体として受注に対して遅れています。 

受注については、やはり小口先行といいましても、地域別に事業構成や業種構成が違うため、濃淡

がございます。 

地域別受注としましては、中国が引き続き堅調、日本も引き続き堅調、欧州につきましてはかなり

経済回復、COVID-19 からの回復が進んでおりまして、前年から伸長しております。 

一方で、回復が若干遅れておりますのが、中東アフリカになります。中南米につきましては、こち

ら対前年でマイナスですが、これは昨年大口の計上があった反動でございますので、マーケット環

境としては堅調を維持していると認識しております。 

右側の売上高につきましては、受注に遅れてこの数字が出てきている状況でございますので、説明

については割愛させていただきます。 
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9 ページ。制御の業種別の受注高でございます。 

右側点線で囲った中に、今年度より制御サブセグメント、エネルギー＆サステナビリティ、マテリ

アル、ライフという形でトップラインを開示させていただいております。こちらの数字でご説明申

し上げます。 

まず一番下にありますエネルギー＆サステナビリティでございますが、こちらプラス 36 億円、

9.8%、為替を除きましても 4.4%の伸長を確保しております。こちらのサブセグメントには主にダ

ウンストリーム、アップストリーム、パワー等が含まれますが、ダウンストリームがこの第 1 四半

期で確実な復調を見せております。一方で、アップストリームのほうは、まだ対前年で弱いという

数字ではございますが、ダウンストリームの堅調さで全体の伸長を確保いたしました。 

引き続きまして、紫のマテリアルでございますが、こちらがプラスの 75 億円、25.6%、為替を除

きましても 18.7%の伸長を確保いたしました。こちらにつきましては、国内外のケミカル、国内の

鉄鋼、非鉄金属などの伸長が大きく影響しております。COVID-19 からの経済活動回復に伴い、マ

テリアルの需要改善もありまして、素材産業の投資回復が牽引されております。 

最後に、オレンジ色のライフビジネスでございます。こちらは対前年プラス 10 億円、9.7%伸長、

為替を除きますと約 7%の伸長でございます。マテリアルと比較いたしますと、若干伸びが弱いよ

うに見える可能性はあると思いますが、こちらのサブセグメントは、昨年度、相対的に COVID-19

の影響を比較的受けていなかったので、このような伸長でございますが、継続して堅調さを維持し

ているというのがわれわれの認識でございます。 
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10 ページ。こちらは現状認識ということで、足元の状況、今後の状況も含めて全体感をお示しし

ております。 

若干今までの説明と重複いたしますが、冒頭に書いておりますとおり、地域としては中国が引き続

き好調、日本も同様に堅調です。また欧州については、昨年の落ち込みからこの第 1 四半期で回復

が相当強く見えてきております。 

業種としては先ほど申し上げましたとおり、ダウンストリーム、ケミカル、マテリアル、というと

ころで好調さが数字に表れてきておりますし、今後も継続すると見ています。 

続きまして、11 ページ以降 14 ページまででございますが、こちらは年間の業績予想でございま

す。5 月に開示、ご説明した内容から数字等一切変更ございませんので、ご説明を割愛いたしま

す。 

駆け足になりましたが、私からのご説明は以上です。 
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質疑応答 

 

Ｑ１：1Q の計画対比です。受注、売上、利益は社内の計画対比で良かったのか、悪かったのか。

特に、1Q の受注を拝見すると、為替除くベースでも前年比 10%増と、制御は年間計画の 7%増と

比べても順調なスタートに映りますが、何か思ったよりも強い受注回復が見えてきているのか。 

Ａ１：社内計画との対比ということでは、社内の第 1 四半期の計画は若干ソフトに作っているとこ

ろはございますが、受注に関しては、われわれが年初に想定したより、プロダクトを中心に若干早

く立ち上がってきているかなという認識です。一方、売上につきましては、実はもう少し 1Q で売

上を立てたかったなかで、若干進行が遅れている認識がございます。利益については、その売上の

若干の遅れ部分がきいているという認識です。 

 

Ｑ２：受注がプロダクトを中心に少し早く立ち上がってきている点については、地域や業種で、何

が見込みより早く良くなっているのでしょうか？ 

Ａ２：プロダクトについては、地域あまり偏りなく全般的に堅調です。特に中国につきましては、

第 1 四半期としてわれわれが見ていた数字よりかなり好調です。やはり中国の経済の強さが、プロ

ダクトにも影響しているだろうと考えております。 

 

Ｑ３：6 ページの営業利益の増減要因では、粗利率悪化とか実質販管費が増加しているなかで、あ

まりこれを打ち返す、粗利改善とか販管費削減の努力が数字からは拝見できないのですが、改善に

向けての取り組みや進捗について教えてください。内外の同業他社の決算を見ていると、受注残が

減って売上が厳しいのは同じですが、粗利改善とかコスト削減を進めてキャッシュを捻出して、利

益率を上げながら成長投資も実行しているように映ります。 

Ａ３：12 ページの年間の利益増減分析では、粗利率の年間計画マイナス 6 億に対して大丈夫か、

ということかと思いますが、昨年第 1 四半期は大型のプロジェクトの売り上がりに伴うコンティン

ジェンシーのリリースもあり、今期 1Q の粗利減は見えていたところです。 

また、当社の工場生産システムの入替えをこの第 1 四半期に実施しており、若干安全を見て手厚い

構えをとった影響もございます。こちらについても年初計画の想定範囲内ですので、特にご心配い

ただくような粗利率の悪化ではございません。 
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販管費ですが、昨年度より先行して減らすべきものを減らしてきていたという中で、今年度はしっ

かりと受注を取っていくために、一定の活動費は使わせていただきたいという前提で年初計画、業

績予想をお示ししており、その範囲内です。 

年間 29 億の計画に対し、15 億となっておりますが、このうち、一時費用という形でこの四半期だ

け発生するものが 3 億程度。そして DX 強化で大きなシステム償却費の償却開始が出ている一方

で、その終了が下期に見えているものがあり、先行でコストが発生しているものの、年間では吸収

できる計画を組んでおります。 

コスト改善につきましては、従来取り組んでいるグローバル調達の強化、間接費の削減を引き続き

計画通り進めておりますし、1Q につきましても、その成果が、この中に相殺される形で計画通り

入っております。 

 

Ｑ４：今後の受注の見方についてですが、通期の計画も据え置き、現状は制御では小口を中心に回

復しているということですが、大口関連、CAPEX 関連の回復のタイミングなど、今期 3 カ月経っ

て見えてきている状況など、アップデートがあれば教えてください。 

Ａ４：9 ページ目の業種別受注高をご覧ください。ケミカルから先行で回復し、それがダウンスト

リームに数字に現れてきて、これからアップストリームでも動きが出てくるだろうという状況で

す。大型プロジェクトについては、COVID-19 で、凍結されていたものについても、お客様の

FID、投資意思決定が再開されてきておりますし、足元でも受注が入ってきておりますので、今後

順次、立ち上がってくると見ております。 

 

Ｑ５：グローバルでは、鋼材価格の上昇、部材の供給難が聞かれるようになったのですが、この 3

カ月で調達に関して、想定していたよりも厳しくなっているような状況はありますか。 

Ａ５：グローバルなマテリアル価格の上昇というところにつきましては、当社は大量に素材を仕入

れて、それを加工してお客様に納めるというビジネスではないので、大きな影響は出ておりませ

ん。当然、半導体等々、需給ひっ迫でコスト上昇が言われており、若干影響の可能性はございます

が、業績予想の修正として数字に反映しなければならない状況とは見ておりません。 
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Ｑ６：今回、9 ページ目の右側に、新たな区分で制御の中身を出していただいていますが、今期を

見たときに、この三セグメントの見通し、強弱感を持って数値として社内計画に入っているでしょ

うか。 

Ａ６：今期よりこのセグメントでのオペレーションを開始したところであり、もう少しお時間頂戴

して、改めてオペレーションが整ってきた段階でご説明させていただければと思います。 

 

Ｑ７：今回、日本の受注が YoY で増えていますが、御社が取り組みとして続けてきている

OPEX、DX に関わるような、ハードウェア以外のソリューションが、効果として受注に入ってき

ているのかどうか。 

Ａ７：手元の数字をもってご説明は難しいですが、元々国内の制御マーケットというのは、大きく

伸びないという見方もある中で、早期にソリューション転換を進めて、国内ではソリューション中

心に提案をすることが当たり前の中でのこの伸長でございます。 

ただ、3 カ月の数字ということで、大口が入ってくるタイミングでかなり伸長率がぶれますので、

この数字自体に対するソリューションの効果という見方は、現時点では社内でも行っておりませ

ん。 

 

Ｑ８：サプライチェーンのマネジメントに関し、半導体や電子部品をたくさん使われると思います

が、部材の調達、生産のスケジュールなどで、われわれが知っておくべき変化があれば、業績を考

える上で参考にしたいと思いますのでコメントいただければ幸いです。 

Ａ８：おっしゃるとおり、多くの製品で多くの半導体、その他電子部品を使っておりますので、わ

れわれとしても当然、半導体需給ひっ迫の中で、要留意事項という形で、社内で注意深くモニタし

ているところです。 

実際に影響が足元で出てきているか、既に見えているものがあるかという点では、多くの製品種が

ある中のごく一部について、若干部品の入手・入庫を踏まえて、リードタイムを若干伸ばさせてい

ただいているものが発生しておりますが、全体から見るとごくわずかです。 

ただし、日々状況が変動しているのはご承知のとおりで、引き続き継続的に注視してまいります

が、現時点で大きくリスクという形でお伝えするようなインパクトは出てきておりません。 
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Ｑ９：ダウンストリームは、具体的にどのようなプロジェクト、分野向けが増えてきていますか。

中期経営計画では、エネルギー＆サステナビリティ事業の中にオイル＆ガス、石油化学、再生可能

エネルギー、電力、EMS、エネルギーストレージ項目がありますが、例えば、この六つの中のど

れが引っ張っているのでしょうか。 

Ａ９：現状数字として現れてきているのは、従来のわれわれが得意とするリファイナリー等々を中

心にして、プロダクト、サービス、または小型のシステムなどで、昨年落ち込んだ、または発注が

止まっていたものが動いてきているとご理解いただければと思います。 

 

Ｑ１０：リファイナリーはアップストリーム、ダウンストリームどちらですか。 

Ａ１０：ダウンストリーム側に入っております。 

 

Ｑ１１：ダウンストリームの一つとして、リファイナリーも増えてるということですね。設備等で

リファイナリーからの注文が増えているんですか。 

Ａ１１：具体的に大口を数多く受注しているわけではなく、ベースの部分で動いていると考えてい

ただければと思います。 

それでは、以上で質疑応答を終了させていただきます。これで電話会議を終了といたします。本日

はご参加いただき誠にありがとうございました。 

［了］ 
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本サービスに関する情報を得た場合であっても、当社は利用者に対し本規約において規定されてい

る内容を超えて如何なる保証も行うものではありません。 

 

本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いかな

る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい

る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促

進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的

としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて会員自身の責任で行って

いただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者自身が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による本規約に基づく利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して

会員が被った損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負

わないものとします。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害の

みならず、逸失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生

的若しくは付随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付

与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 

 

 

 

 


